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担当係

事業番号 272
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一般会計 担当課

事務事業名 担当部

根拠法令・個別計画

4

総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

鉄道駅周辺の都市機能を強化します

1

平成１２年度以前

都市基盤

8

～

都市政策課

政策推進係

33

平成３０年度以降

市街地整備

◆25年度実施内容

都市センターの清掃、夜間警備及び防災機器等の点検業務等を委託し、設備の機能保全

及び備品の購入等を行った。

　清掃：年末年始を除く毎日（開館日）実施

　光熱水費、テレビ放送受信料等の維持管理経費の支払いを行った。

　備品：電話機の買い替え（主装置1台、電話機2台、留守番電話機2台、ｺｰﾄﾞﾚｽ1台）

◆25年度直接経費の内訳

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

都市センター（市民課小牧駅出張所及び少年センター）の設備機器の維持管理・修繕等を

行うことにより、施設を安全に利用できるようにする。

内容

（手段）

単位

千円

人

千円

人

千円

千円

％

千円

千円

千円 0

0.00

直接経費

00

526

0.00

無

526

4,342

Ｈ25決算額

要要要要

対前年比

その他財源

4,378

正職員

一般財源

0

費用合計

526

従事者数

3,852

その他職員

人件費

従事者数

人件費

費

用

0

3,316

0.10

ココココ

　　　　

　　　　

スススス

　　　　

　　　　

トトトト
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◆25年度直接経費の内訳

　消耗品、光熱水費、使用料等（1,269千円）

　管理委託料（1,669千円）

　備品購入（378千円）

◆26年度直接経費の内訳

　消耗品、光熱水費、使用料等（1,592千円）

　修繕料（356千円）

　管理委託料（1,868千円）
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実実実実

事業実施におけ

る課題

平成25年7月7日に愛知県から旧桃花台線インフラ撤去の方針が示されたことから、

都市センター（市民課小牧駅出張所及び少年センター）の移転先について調整を図る

必要がある。
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達成状況

事故の発生もなく適正に維持管理ができた。
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事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）
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事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）
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２７年度以降

の改善案

旧桃花台線インフラ（小牧駅舎部）撤去時期等について愛知県と協議・調整を図るとと

もに、都市センター（市民課小牧駅出張所及び少年センター）の移転について関係課

（市民課及びこども政策課）と情報共有を行う。
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施施施施

結結結結

果果果果

施設を安全に利用できるようにするため、継続的に事業を実施する必要があるため。判定理由

土日祝日においても住民票交付や市税の収納ができる都市センターの運営ができな

くなり、市民サービスが低下する。

維　持

引き続き施設の適正な維持管理を行うとともに、経年劣化により増加傾向にある施設

修繕の効率的な施工に努める。
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一次評価のとおり。

都市センターの廃止に向けて、市民課小牧駅出張所及び少年センターの対応につ

いて関係課（市民課及びこども政策課）と必要な調整を行うこと。


